
平成２７年度　警察本部当初予算（一般会計）要求の概要

（単位：千円）
区　　　分 ２７年度当初要求額 ２６年度当初予算額 増減率

　事業費 5,402,973 5,590,713 △ 3.4%

　○　事業体系（プラン２００５体系図）

　１　安心　－互いに助け合い、支え合う安心・安全の大分県－

（６）安全・安心な暮らしの確立

　　①犯罪に強い地域社会の形成

　　　  大分東警察署整備事業 276,922

　  新　特殊詐欺被害防止総合対策事業 18,911

　　　　街頭防犯カメラ設置促進事業 5,000

　　　  防犯ボランティア活動支援事業 4,378

　　　　地域防犯力強化育成事業 19,791

　　②安全で快適な交通社会の実現

　      交通安全施設整備費 763,121

 
（注）事業名前の「新」は新規事業を示す。

平成27年度警察本部当初予算（一般会計）要求に対するご意見をお寄せください。

e-mail:a61100@pref.oita.jp(警察本部会計課）

増減額

△ 187,740
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　※ 新 は「新規事業」を示す。

平成２７年度　当初予算（一般会計）要求の主な事業概要

事　業　名

平成２７年度
当初要求額
平成２６年度
当初予算額

事　業　概　要 所管課

特殊詐欺被害防止総合対
策事業

警察会計課

　大規模災害が発生した際に、救出救助活動や治安維持活動の拠点
となる大分東警察署の移転建て替えに向け、用地取得等を行う。
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大分東警察署整備事業

生活安全企画課

街頭防犯カメラ設置促進
事業

交通安全施設整備費

　特殊詐欺の被害に遭いやすい高齢者等の財産を守るため、被害防
止の注意喚起を行うほか、電話を掛けてきた犯人に対し通話内容を
録音する旨の警告等により被害の未然抑止を図る機材を整備する。

生活安全企画課

交通規制課

　犯罪の未然防止や迅速な捜査に資するため、犯罪多発地域におい
て、警察本部が認定する自治会等の街頭防犯カメラ設置経費に対し
助成する。

　道路交通の円滑化を図り、安全を確保するため、信号機や道路標
識など交通安全施設の整備を行う。

新



（部局名：警察本部） （単位：千円）

平成２７年度　当初予算（一般会計）要求における廃止事業

所管課 事　業　名 廃　止　理　由
２６年度

当初予算額

警察会計課 別府警察署整備事業

・平成２４年度～２６年度の３か年事業として実施
・庁舎の建設が終了したため廃止

242,499

・平成２６年度の単年度事業として実施
・東九州自動車道、中九州自動車道、中津日田道路の速度可変標
　識の整備が終了したため廃止

168,767

ストーカー・ＤＶ被害者
等保護対策推進事業

生活安全企画
課

・平成２６年度の単年度事業として実施
・保護対策用ビデオカメラ装置の整備が完了したため廃止｡別途、
  被害者支援強化事業で被害者対策用機器の借り上げを継続

7,261

交通規制課
災害時等道路交通円滑化
対策事業

・平成２４年度～２６年度の３か年事業として実施
・信号機用非常用電源の整備が終了したため廃止

2,329
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交通規制課 高速道路等標識整備事業


